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引
地
さ
ん
ら
に
表
彰
状

町
発
展
に
つ
く
さ
れ
た
功
労
者

蔔
薫

る
卜

．
Ｈ
四

卜
、
町

民
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
国
見
町
表
彰
規
程
に
基

き
、

昭
和
瓦
卜
六
年
度
町
政
功
労
者
の
表
彰

式

が
什
わ
れ
ま
し
た

．

こ
れ
は
、
政
治

・
経
済
・
産
業
・
文

化
・
社
会
・
そ
の
他

各
般

に
わ
た
っ
て

町
の
発
展
に
尽
、
さ
れ
た
方
々
を
顕
彰
す

る
も
の
で
、
今

堕
で
十
六
叫
を
迎
え
ま

今
乍
度
表

彰
さ
れ
た
方
々
は
、
農
業

ｌ
ｎ

の
引
地
孝

さ
ん

冫（

八
一

を
は
じ

め
卜
．．
．名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
留
職

に
あ

っ
て
、
永
年

に
わ
た
り
町
の
咾
癢
に
尽

く
し
て

き
ま
し

た
．．

£
彰
式

は
午
加
卜
時
か
ら
セ
ン
タ
ー

人
ホ
ー
ー
で
聞
か
れ
唾
賞
者
は
じ
め
、

佐

藤
町
長
、
菊
地
町
議
会
議
長
、
町
議

会

議
Ｕ
．
町
内
関
係
者
六
十

人
が
出
席

し
て
吁

わ
れ
ま
し
た
．．

秦
助
役
の
開
式
の
こ
と
ば
に
紋

い
て

佐
藤
町
長

が
『
み
な
さ
人
は
限
り
な
く

町
の
発
展
に
寄
９

さ
れ
、
明
る
く
豊
か

な
、
住
み
よ

い
町
作
り
に
改
献
さ
れ
ま

し
た
‘．
こ
れ
か
ら
も
健
索

に
留
意
さ
れ

町
民
の
模
範
と
し
て
ま
す
ま
す
ご
活
躍

く
だ
さ

ご

と
式
肝
を
述
べ
、
町
長
は

．

人
ひ
と
り
に
賞
状
と
に

念
品
を
Ｆ

渡
し
、

労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
．．

来
盲
祝
辞
の

あ
と
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
引
地
孝
さ
ん

が
「
こ
の
よ
う
な
栄

え
あ
る
賞
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
た

い
へ
ん
名

誉
で
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
十

ご

Ｉ
れ
か
ら
も

．
層
町
の
発
展
に

努
力
し
ま
聿

‘
と
謝
辞
を
述
べ
て
表
彰

人
を
終
え
ま

一
友
≒

受
賞
さ
れ
た
力
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　

｛
敬
称
略
｝

功
劣
表
彰

▽
引
地
　

ヂ
｛
ａ

裏
委
ｎ

｝

▽
佐
久
間
政
惟
｛
町
消
防
団
μ

｝

▽
武
田
ｘ

．
郎

一
町
消
防
川
Ｕ

）

▽
夲
問

ｔ

次

一
町
消
防
団
ａ

）

▽
林
　

初
男

一
町
消
防
団
ｎ

）

▽
佐
久
川
佐
人
郎

一
町
消
防
川
口

｝

▽
鵬
Ⅲ
　

竹
ｍ
″
一
町
消
防
川
Ｕ
一

▽
八
島

忠
妲
（
町

戰
Ｕ

）

▽
清
水

良
男
｛
町
職
Ｕ

｝

▽
山
………
　

久

一
町
職
Ｕ

｝

善
行
表
彰

▽
鳥
鳴

丑
藏
｛
糾
落
会
長
｝

▽
鴨
田

清
作
一
納
咬
紕
へ
口
長
）

∇
後
藤
　

渭

’前
納
税
組
合
長
）

読
書
グ
ル
ー
プ

「
木

曜
会

」
に
表

彰
状

跿
書
グ
ル
ー
プ
木
曜
会
（
内
池
和
子

会
長

）
に
贈
ら
れ
た
表
彰
状
の
伝
達
式

が
、
十
月
四
日
九
時
一
こ
十
分
か
ら
公
民

館
長
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
関
係
者

の

兇
守
る
な
か
堀
切
町
教
育
長
の
お
祝
い

と
励
し
の
こ

と
ば
の
あ
と
、
会

長
に
手

渡
さ
れ
た
。。

こ
の
表
彰
状
は
第
三
十
丘
回

読
書
週

閊
に
ち
な
ん
で

。
福
鳥
県
読
書
推
進
運

動
協
議
会

か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
、
今

ま
で
の
地
味
な
読
書
活
動
を
認

め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

今

後
と
も
息
の
長
い
活
動
を
期
待
し

た
い
、

功劣 者の み な さ ん

教
育
長
か
ら
伝
達
を
受
け
る
代
表
者



佐
藤
さ
ん
、
今
度
は
知
事
表
彰

統
計
功
労
者
と
し
て

十
月
二

十
日
、

い
わ
き
市
で
第
丿一
十

一
回
県
統
計
大
会

が
閧
か
れ
、
そ
の
席

上
、
町
か
ら
六
名
の
統
計
調
査
貝
の
方

が
表
彰
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
佐
驛
長
寿

さ
ん
（
西
人
枝

）
は
県
北
驚
内
か
』り
た

だ
一
人
統
計
功
労
者

と
し
て
知
事
表
彰

を
受
け
た
。
三
月

に
は
八
回
連
続
従
事

し
た
国
勢
調
査
の
優
秀

糾
査
Ｕ

と
し
て

総
理
大
臣
表
彰
を
受
け

た
ば
か
り

。
知

事
表
彰
は
町
内

で
鴨
田
消
作

さ
ん

’
内

谷

）
に
次
い
で
二
人

め
で
あ
る
。
今
月

五
日
に
は
県
主
催
の
総
理
府
統
計
局
で

の
研
修
に
参
加
、
今
後
の
活
郎
が
川
侍

さ
れ
る
。
ま
た
、
県
統
計
協
会
長
表
彰

は
、
安
藤
良
一
。
大
内
抹
、
高
梨
正

広

八
島
鯉
一
。
佐

驛
俊
雄
さ
ん
の
五
名
が

受
彰
し
た
。
い
ず
れ
も
統
計
従
事
歴
十

数
年
の
ベ
テ
ラ

ン
調
査
員
で
あ
る
。

行
政
の
多
様
化

と
と
も
に
統
計
資
料

の
重
要
贋
は
増
才
一
方
だ
が
、
そ
れ
に

反
し
て
統
計
闘
査
を
実
施
す
る
環
境
は

悪
化
の
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
調
査

ほ
の
調
査
事
務
能
力
が
統
計
数
値
の
信

頼
性
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ

と
と
な
り

調
査
日
の
皆
さ
人
に
は
一
層
期
磚

が
も

た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。。
今
汝

と
も
よ

ろ
し
く
お
噸
い
し
た
い
。

１
友
田
副
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
る
佐
藤
さ
ん

完 成 間 近 か　石母 田溜池

かっ水対策事業

新
幹
線
か
っ
水
恒
久
対
策
事
業
の
一

環
と
’・
そ

、
去
る
ヒ
月
ト
ロ
に
着
工

さ

れ
た
石
毋
田
山
畑
・
大
沢
地
内
の
斬
溜

池

と
人
沢
溜
池
の
改
修
工
事
は
、

い
ま
、

堤
と
ぅ
本
体
工
嶇

の
あ
ら
ま
し
を
終
り
、

最
後
の
仕
Ｌ
工

事
が
急
ピ
″
チ
で
進
め

ら
れ
て

い
る
。

こ
の
工
事
は
、

昭
和
四
卜
七
年
六

日
‥
ド
旬
東
北
新
幹

線
蔵
王
ト

ン
ネ
ル

掘
さ
く
工
事
中
に
。

地
ド
水
脈
を
切
断

し
石
毋
Ⅲ
岻
翦
寺

の
地
Ｆ
水
が
尭
全

に
帖

か
つ
し
だ
の

を
は
じ

め
、
大
木

戸
胴
畑
山
・
貝
Ⅲ

湧
水
と
減
水
あ
る

い
は

ま
っ
た
く
断

水
し
て
し
ま
っ
た

の
を
補
う
た
め
に
、

仙
台
新
幹
線
工

事

局
と
、
町
が
一
体

と
な
り
、
富
廴
建
設
捐
負
の
も
と
に
施

行
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
工
事
が
完
全
に
仕
上
り
ま
す
と

大
沢
溜
池
・
析
溜
池
あ
わ
せ
て
一
万
一

千
ト
ン
の
水
が
貯
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
今
ま
で
の
干
ば
つ
時
に
お
け
る
農

作
物
の
被
書
は
最
小
限
に
く
い
と
め
ら

れ
、
ま
た
、
非
驚
用
水
に
も
こ
と
か
か

ず
、
安
心
し
て
農
葉
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

―

新

溜

池

４
大
沢
君
池

「
物

は
含

い
よ
う
」
「
人
を
兒
て
法

を
脱

け
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ

に
あ
る
と

お
り
、
使
う
言
葉
一
つ
で
銛

に
角
っ
た

り
こ
ち
ら
の
気
持
ち
が
通

じ
な
か
っ
た

り
し
ま
す
。
相
手
を
兒
で
、
時
と
場
合

に
よ
っ
て
冒
葉
を
選
び
、
観
’
｝み
を
感

じ
さ
せ
る
よ
う
な
酋
し
方
、
分
か
り
や

す
い
言
葉
遣
い
を
す
る
事
が
大
切
で

す
。

ま
た
。
方
言

と
共
通
唱
の
違
い
も
あ

り
ま
す
。
方
霑
は
地
方
の
生
活
に
密
着

し

た
言
葉
で
、
日
常
親
し

い
同

士
の
会

話
で
は
方
言
を
使
う
の
が
自
然
で
す

が
、

改

ま
っ
た
公
共

的
な
場
で
は
、
必
要

に

応

じ
て
共
通
語
も
使
え
る
よ
う
に
し
て

お
け
ば

い
い
で

し
ょ
う
。
近
頃
は
若

い

女
性
で
も
男
の
よ
う
な
話
し
方
を
す

る

人
も
兇
う
け
ら
れ
ま
す
が
。
女
性
特
有

の
優
し

い
言
葉

遣
い
も
忘
れ
た
く
な

い

も
の
で
す
。

そ
し
て
。
人
を
あ
き
さ
せ
ず
に
、
お

も
し
ろ
く
話

す
こ
と
を
心

が
け
れ
ば
．

日
常
の
会
話

も
よ
り
い
っ

そ
う
楽
し
い

も
の
に
な
る

こ
と
で
し
よ



国見の城 と舘 ⑦題字は秦助役

徳
　
江
　
舘

徳
江
舘
は
係
江
観

音
堂
の
東
脇
・
徳

江
字
舘
に
位
置
し
、
東
側
は
阿
武
隈
川

の
氾
濫
原
を
見

お
ろ
す
高
さ
七

ｍ
程
の

川
岸
段
丘
、
北
側
は
丙
根
台
地
を
深

く

刻
ん
だ
沢
田
川
で
凾
さ
れ
て
い
る
。
本

部
は
八
魯
憲
男
氏
宅
の
周
辺
地
で
、
水
濠

（
幅
三

亠
（

ｍ
．
深
さ

丁

八
ｍ
）
と

土
塁
（
幡
七

・
二

ｍ
、
高
さ
二

・
四

ｍ
）

が
最
近

ま
で
残
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在

は
水
滞
の
一
部
が
み
ら
れ
る
に
す

ぎ
な

い
。
本

郭
西
側
の
水
濠
と
土
星
は
市

に

延
び
て

い
た
と
思
わ
れ
る
が
現
存
し
な

い
。
南
側
は
堀
割
で
台
地
面

と
画

さ
れ
、

大
手
口
も
南
側
に
開
か
れ
て

お
り
、
濠

水
は
北
側
の
沢
田
川
か
ら
取
水
さ
れ
て

い
た
。
川
岸
段
丘
の
下
面
は
阿
武
限
川

の
旧
川
床
で
湿
田

と
な
っ
て

お
り
、
そ

の
内
側
に
は
「
徳
江
村
検
地
帳
」
に
み

ら
れ
る
六
筆
か
ら
な
る
舘
糲
（
幡
二
間

半
・
長
一
一
二
間
）
が
み
ら
れ
た
。
南

側
大
手
口
の
東
手
は
戸
（
東

）
舘
（
引

地
守
氏
宅
）
。
掘
割
の
西
端

に
は
的
場

｛
渡
辺
次
夫
氏
宅
｝
な
る
城
郭
地
名
が
残

さ
れ
て

い
る
。
舘
跡
は
東
西
一
〇
〇

ｍ
・

東
側
三
五
〇
ｍ
、
西

側
二
〇
〇

ｍ
の
台

形
状
を
な
し
て
お
り
防
卿
上
の
見
地
よ

り
み
れ
ば
瘋
と
北
側
は
要
書
地
形

で
あ
る

が
、
平
坦
地
と
地
続
き
の
西

と
南
側

に

闘
点
を
も
っ
た
平
山
城
で

あ
る
。

徳
江
舘
主
に
つ
い
て
は
「
但
木
掌
譜
」

に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ
め
但
木

伊
賀
守
重
信
は
伊
達
朝
宗

か
ら
徳
江
舘

を
賜
っ
て
住
し
た
と
あ

り
、
但
木
氏
の

在
舘
は
室
町
時
代
は
じ
め
の
長
井
移
住

時
ま
で
続
い
た
と
い
わ
れ

る
。
徳
江
氏

の
初
出
は
建
武
二
年

（
一
三
三
五
）
伊

達
得
（
徳

）
江
一
二
郎
蔵
人
頼
景

が
、
謙

倉
幕
府
討
伐
の
元
弘
の
乱
に
恩
賞
と
し

て
玲
武
政
府
か
ら
岩
崎
郡
（
現

い
わ
き

市

）
に
所
領
が
与
へ
ら
れ
て

い
る
。
輳

景
は
伊
遠
の
徳
江
を
袮
す

る
こ
と
か
ら

伊
達
氏
の
鷹
流
で
、
鎌
倉
時
代
の
末
頃

徳
江
郷
に
分
封
さ
れ
る
が
、
徳
江
舘
主

と
な
る
の
は
但
木
氏
移
封
僮
の
室
町
初

期
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
文
五
年

二

五
三
六
）
六
月

、
伊
達
梢
宗
は
徳

江
次
郎
左
術
門
に
伊
達
領
内
の
寺
社
懶

の
霞
に
つ
い
て
の
取
し
き
り
を
先
例
の

通
り
許
し
て
い
る
。
伊
達
氏
の
内
紛
天

文
の
乱
当
時
の
徳
江
氏
は
、
五
郎
兵
衛
、

卵
人
、
山
城
な
ど
が
碌
め
ら
れ
る
が
、

嫡
流
は
徳
江
山
城
で
、
近
世
の
初
め
に

書
か
れ
た
「
徳
江
観
音
堂
縁
起
」
に
も
、

伊
達
輝
宗
時
代
の
徳
江
舘
主
と
あ

り
、

天
文
九
年
秋
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
荒
廃

し
た
観
音
寺
を

永
禄
年
間
に
現
在
地

に

移
し
、
舘

を
構
え
た
と
あ
る
。

「
伊
達
世
臣

家
譜
」
に
よ
れ
ば
、

山
城

の
子
孫
と
思

わ
れ
る
徳
江
市
太
郎
高
次

が
あ
り
、
本
姓
は
源
氏
と
さ
れ
て

い
る
。

市
北
朝
時
代
の
徳
江
氏
は
伊
達
一
門
の

藤
姓
で
あ
り
、
同
じ
系
鵬
の
氏
族
と
す

れ
ば
こ
の
点
の
解
明
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

館
周
辺
一
帯
の
地
は
古
瓦
類
の
出
土

す
る
徳
江
廃
寺
ま
た
は
伊
達
郡
家
の
遺
構

地
と
い
わ
れ
、
慂
江
舘
の
地

割
も
こ
れ

ら
古

代
遺
構
の
地
割
を
踏
襲
し
て

い
る
。

参
考
文
献

削
号
ま
で
使
用
し
た
文
献

菊

池

利

雄

徳 江 舘 要 図

作成資料

徳江村地籍図

2,500分のｌ地彫図
佐幕茂復氏案内によ

る現地踏童

心配ごと相談日
場所 ：役場 二 階相談 室(東輿人口からむ入り下さ･り

時間 ： ９時～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご相談下さい。秘密は絶対に守ります。

〔相談員〕

11月25日（水〉遠藤 寥眠 渋谷　愛子

12月５日（土〉鈴木　正雄，長谷川キン

12月15日（火）佐野　市郎，玉手マルヨ

11月霜月（しもつき）

14 日 (土）町臨時議会

22日（日）小 雪

日 ( 月）助労感謝の日

26日（木）全国火災予防運動
■　　･ ■丶･　．

’12月師走 ｛ しわす3

１日（火）磯末たすけ合い運動

２日（水）全国防火デー

７日（月）大 言　　　　　 ’

８日（火）針供養・こと納め

献
血
あ
り
が
と
う

十
月
十
六
日
の
献
血
者

｛
国
見
電
子
｝
　
　
　
　

（
敬
称
略

）

赤
坂
裕
子

鈴
木
京
子

粛
藤
豊
子

八
巻
夏
代

篠
田
国
枝

紺
野
シ
マ
子

蓬
田
フ
ミ

大
竹

ツ
ネ

菊
竦
恵
子

柿
沼
ミ
ヨ

森

晴
子

稲
村
け
い
子

遠
蕕
里
子

紺
好
秋
子

佐
藤
リ
エ
子

国
分
秀
子

片
平

マ
ス
エ
　

池
田
和
子

原
田
睦
子

須
田

悦
子

高
橋
サ
チ
子

｛
国
見
精
機
｝

半
沢

俊
博

富
崎
庄
次

中
木
勝
男

武
田
良
子

渡
辺

冑

横
山
フ
ク

斎
藤

敏
枝

近
野
キ
ク

秦

英
之

素

伸
子

｛
済
水
製
作
所
｝

鑓
水
正
春

佐
藤
幸
夫

佐
藤
晶
子

国

鳥
正
勝

曳
地
す
み
え

遠
藤
俊
博

｛
国
見
農
協
｝

小
池

幸
吉

宍
戸
敏
子

佐
藤
洋
一

古
田
昭
一
　

佐
藤

政
子

矢
内
松
雄

室
井
市
子

佐
藤
長
一
　

斎
藤
ト
ヨ

古
内
賢
藏

佐
久

聞
喜

美
子

（
国
見
ガ
ス
）

八

巻
千
代
子

高
橋
政
昧

谷
口
照
子

鈴
木

贋
茂

（
国
見
町
役
場
）

佐
久
間
靖
明

遠
藤
喜
正

武
田

智

羽
根
田
孝
司

菅
野
信

朗

引
地
由
則

安
田
博
三

後
藤
浩
子

｛

一
般
協
力
｝

佐
久
間
治
郎

朽
木
好
秋

後
藤
忠
一

松
浦

惣
一
　

森
林
毒
助

高
檎

力

半
沢

豊

廣
居
重
夫

佐
野
周
一

実
沢
恵

美
子

松
浦
正
明

佐
藤
敏
夫

佐

々
木
芳
夫

伊
東
芳
子

佐
藤
紀
子

安
積
ト
シ
エ
　

高
橋
勝
美

大
津
森
油

古
田

と
き
子

高
橋
藤
吉

阿
部
洋
一

佐
野
昭
一
　

大
森
忠
泊
郎

高
檎
敏
夫



去
る
八
月
二
十
日
、
蔵
王
ト
ン
ネ
ル

か
ら
東
北
新
幹
線
の
析
事
柄
が
初
め
て

町
内
に
お
目
見
え
し
た
。
十
年
間
の
歳

月
と
二
百
億
円
を
か
け
て
よ
う
や
く
完

成
し
た
新
幹
線
の
県
内
初
の
賦
運
転
の

日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
貝

田
地
区
で
は
、
「
交
渉
が
進
展
し
な
け

れ
ば
レ
ー
ル
に
座
り
込
み
を
し
て
ま
で

も
新
幹
線
を
走
ら
せ
な
い
」
と
の
声
が

高
か
っ
た
。
こ
れ
は
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
掘

削
に
よ
る
渇
水
被
害
の
補
償
問
題
に
業

を
に
や
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

貝
田
部
落
長
の
佐
藤
新
二
さ
ん
は
。

地
区
の
水
源
対
策
委
員
長
と
し
て
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
約
七
年
。
新
幹
線

の
賦
運
転
を
前
に
、
よ
う
や
く
解
決
の

糸
口
を
兄
い
出
し
た
。

こ
の
渇
水
問
題
は
、
昭
和
四
十
七
年

二
月
の
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
石
母
田
工
区
の

掘
削
工
事
の
着
手
に
よ
り
始
ま
っ
た
。

従
来
の
水
脈
が
破
砕
さ
れ
た
た
め
そ
の

年
の
六
月
に
は
石
毋
田
峰
霊
寺
の
湧
水

が
断
水
。
翌
年
三
月
に
は
山
根
地
区
武

士
沢
川
上
流
の
湧
水
が
枯
渇
し
た
。
さ

ら
に
、
同
年
六
月
に
は
貝
田
地
区
一
帯

の
湧
水
が
断
水
、
あ
る
い
は
減
水
す
る

事
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
区
は
従

来
か
ら
水
資
源
が
乏
し
く
、
湧
水
や
天

水
に
依
存
し
て
き
た
だ
け
に
そ
の
被
害

は
深
刻
だ
っ
た
。
簡
易
水
道
加
入
百
十

四
戸
、
井
戸
水
二
十
四
戸
、
水
田
、
果

樹
園
約
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぷ
水
不
足

を
招
く
桔
果
と
な
っ
た
。

「
当
初
は
、
果
樹
園
消

毒
用
水
の
こ
と
で

顛
見

知

り
同
志
が
大
ゲ
ン
カ
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
降

っ
て

わ
い
た
災
難
に
地
区
民
の

気

が
荒
立
っ
て
い
た
と
思

う
。
時
間
制
で
水
を
配
分

し
急
場
を
し
の
い
だ

。
ま

た
、
立
石
の
大
神
に
ジ
ャ

ン
ボ
な
し
め
縄
を
奉
納
し

て
神
だ
の
み
し
た
こ
と
も

あ

っ
た
」
と
当
時
の
苦
労
を
膸
る
。

地
区
に
水
源

対
策
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
佐
藤
さ
ん
は
そ
の
ま
と
め
役
と
し

て
町
や
国
鉄
へ
の
陳
情
、
補
償
交
渉
に

当
た
る
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
、
応
急
対

策
と
し
て
。
飲
料
水
は
別
途
施
般
か
ら

の
給
水
、
雑
用
水
は
ト
ン
ネ
ル
横
坑
か

ら
の
出
水
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
送
水

さ

せ
る
こ
と
で
聞
に
合
わ
せ
た
。『
将
来
に

わ
た
る
問
岨
だ
け

に
一
日
も
早
い
恒
久

対
策
が
望
ま
れ
た
。
そ
の
た
め
地
区
民

の
意
見
を
ま
と
め
て
要
求
す
る
こ
と
が

先
決
だ
っ
た

』
。
地
区
民
や
脊
年

た
ち

と
の
話
し
合

い
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

日
を
費
や
し
た
。
果
樹
組
合
、
消
防
団

な
ど
か
ら
の
佃
々
の
要
望
も
あ
っ
た
。

地
区
の
要

盟
は
総
齢
と
し
て
一
致
す

る

も
の
の
各
論
に
は

い
ろ
ん
な
考
え
方
の

違

い
が
表
わ
れ
る
。

『
特
に
若
い
者

と

年
単
者
と
の
意
見
の
差
は
大
き
か
っ
た

が
、
農
業
後
継
者
で
あ
る
若
書
の
意
見

は
尊
皿

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
分

時
間
を
か
け
皆
の
意
見
を
き

い
た
つ
も

り
」
と
淡
々
と
詁
し
て
く
れ
る
。
前
日

ま
と
ま
っ
た
も
の

が
翌
日
に
は
ひ
っ
く

り
返
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。
忍

耐
強

い
佐
藤
さ
ん
の
力
量
が
一
番
発
輝

さ
れ
た
の
は
こ
の
時
期
だ
ろ
う
。

そ
の
後
は
、
渇
水
前
の
水
量
の
見

方

に
地
元

と
国
鉄
側
と
の
間
に
大
き
な
ず

れ
が
あ
り
、
こ
の
問
題
解
決
が
大
き
な

や
ま
で

あ
っ
た
。
交
渉
の
席
で
は
し

ば

し
ば
激
論
が
戦
わ
さ
れ
た
。
役
場
で
の

交
渉
中
、
お
茶
を
出
に
い
っ
た
女
子
職

員
が
あ
ま
り
の
熱
気
に
立
ち
す
く
む
光

彫
も
み
ら
れ
た
。
温
厚
な
佐
簾
さ
ん
も

『
こ
の
交
渉
ば
か
り
は
絶
対
に
蹼
れ

な

い
』
と
必
死
の
構
え
だ
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
二
月
。
よ
う
や
く
国

鉄
側
が
各
地
区
の
出
し
た
水
量

、
毎
分

二
千
六
百
リ
ッ
ト
ル
の
数
瞳
を
認
め
た
。

そ
の
結
果
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
の
送
水

一

を
差
し
引
い
た
不
足
分
は
溜
池
な
ど

の
施
設
で
補
う
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
。

石
母
田
、
山
根
地
区
で
は
そ
の
溜
池
工

事
が
進
ん
で
い
る
。
貝
田
地
区
で
も
建

般
の
た
め
の
鋼
査
測
一

が
始
ま
り
、
飲

料
水
の
方
は
大
木
戸
の
斬
水
源
池
か
ら

の
試
験
給
水
の
段
階

に
入
っ
て
い
る
。

「
や
っ
と
こ
こ

ま
で
こ
ぎ
つ
け

た
が

今
後
は
施
般
の
維
持
管
理
の
補
償
が
あ

る
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
そ
れ
に
し

て
も
お
役
所
相
手
の
交
渉
は
時
間

が
か

か
る
」
。
好

き
な
植
木
い
じ
り
も
当
分

奥
さ
ん
ま
か
せ

が
続
き
そ
う
で

あ
る
。

大
正
二
年
生
ま
れ
。
只
田
寺

脇
一
〇

貝田地区水源対策委員長

佐藤新二さん

鉢
植
え
の
手
入
れ

冬
は
、
鉢
植
え
の
花
が
、
部
屋

に

明
る
さ
を
添
え
ま
す
。

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
、
球
根
系
の
ベ
ゴ

ニ
ア
。
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
な
ど
が
人
気

が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
花

の
咲

い

て
い
る
関
の
手
入
れ
の
し
か
た
に
よ

っ
て
生
育
状
態

に
差
が
生
じ
ま
す
。

浬
度
管
理
で
は
、
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム

は
五

度
以
上
の
所
に
置
き
、
急
激
な

温

度
変
化

が
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
す
。
日
中
は
ガ
ラ
ス
越
し
の
日
光

を
あ
て
、
夜
は
浴
室
な
ど
に
お
い
て

湿
気
を
補
っ
て
や
り
ま
す
。

ベ
ゴ
ニ
ア
は
、
十
度
か
ら
二
十
五

度
ま
で
の
間
で
管
理
し
ま
す
。
夜
間

は
、
あ
る
裡
度
照
明
の
あ
る
所

が
好

ま
し
い
の
で
す
が
、
乾
燥
し
な
い
よ

う
気

を
つ
け
て
下

さ
い
。

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
は
光
を
好

む
の
で

室
内
の
日
当
た
り
の
よ
い
場
所

に
お

き
、
最
低
気
温
は
十
二

～
三
度
を
下

ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

水
や
り
は
、
ど
の
花

の
場
合
も

。

数
日
に
一
度
、
晴
天

の
午
前
中

に
た

っ
ぶ
り
や
り
ま
す
。

肥
科
は
气

三

週
間
に
一
度
、
鉢

物
用

の
液
肥
か
粒
状
肥

科
を
与
え
ま

す
。
冬
は
、
花
に
と
っ
て
も

条
件
の

厳
し
い
時
で
す
。
十
分
に
手
を
入
れ

て
。
美
し

い
花
を
咲
か
せ
て
下
さ

い



来
年
一
月
十
五
日
に
成
人
式

来
年
一
月
十
五
日
成
人
の
日
に
は
町

の
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
二

日
か
ら
同
三
卜
七
乍
四
月
一
日
ま
で

の

間
に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住
者

と

な
っ
て
い
ま
す

。
た
だ
し
、
希
望
す
れ

ば
町
外
在
往
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
公
民
館

に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ

い
。

昔
二
六
七
六
肓
四
一
五
六

十
月
二

十
日
現
在
の
予
定
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
紀
載
も
れ
、
誤
字
が
あ

れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

口

藤
田
地
区
　
5
0名

高

梨

真
理
子

斎

藤
　
　

正

案
　
　

美
津
子

国

井

典

子

阿
久
津

全

久

韮

澤

典

子

紺

野

秀
　
一

佐
久
間
　
　

陸

大

村

悦

子

東
海
林

二

郎

古

田

孝

文

蓬

田

立

美

古

内

浩

美

鈴

木

思

子

￥

澤
　
ミ
ド
リ

ニ
　
瓶

洋

子

佐

藤

牧

也

和

泉

好

広

古

川

江
利
子

岡

部

正

子

秦
　
　

節

子

大

槻

絵
里
子

徳

江

真

弓

大

波
　
　

努

我

妻

春

葵

武
　
田

正

裕

松

野

朱

美

藤

田
　
一
　
則

佐

藤

孝

子

阿

部

美
智
子

吉

田
　
　

功

吉

田

‘
　
鏖

古

田

息
‘’入
子

八

鳥

昌

紀

佐

藤
　
　

崇

神

附

育

子

村

上

喜
久
夫

佐

藤

正

人

蓬

田

由
笑
子

宍

戸
　
孝

三

斎

藤

明

美

菅

野
　
　

実

菊

地

弘

美

佐

藤

事

子

安

達

良

子

阿

部

珠

災

吉

田

俊

幸

石

幡

由
紀
子

稲

村

健
　
一

古

山

裕
１

口

小
坂
地
区
2
9
名

横

山

多
鶴
子

佐

藤

良

子

小

坂

碍

子

赤

坂
　
　

濟

仲

野
　
マ
ユ
ミ

渡

辺

正

己

黒

田

芳

浩

紺

野

純

子

黒

田

静

子

山
　
田

悦

子

鳥

鳴
　
　

晧

鳥

橋

敏

夫

鴨

田
　
　

昭

鴨

田

千
香
子

佐

藤

高

浩

佐

蔭

幸

子

安

藤

妙

子

阿

部

由
美
’ｒ

仲

野

美
佐
子

蓬

田

和

子

遠

藤

紀

子

阿

部

春

男

林
　
　

初

枝

高

野

正

之

遠

藤
　
一
　
浩

佐

藤

正

光

熊

坂

広

正

膏

野

栄

子

津

田

弘

子

口

森
江
野
地
区
3
5
名

遠

藤

伸
　
】

气
の
輪

秀

雄

佐

藤

文

敏

佐
久
間
　
　

仁

武

Ⅲ

卍

男

武

田

初

江

佐

臻

忠

子

寺

鳥
　
　

勇

八
　
夸

優

子

宍

戸
　
仁

志

村

Ｌ

徳

４

横

山

利

男

実

沢

光

夫

菊

地

喜
焚
子

菊

地

洋
　
一

八
　
眷

正

男

菊

地

余
穂
笑

佐

藤

祐

子

宍

戸
　
勝

好

佐
久
川

浩

美

佐
久
間

久
美
子

武

川

義

信

佐

藤

弘

美

吉

川

淳

子

佐

藤

弘

明

寺

鳥

万

里

佐

藤

正

脇

佐
久
開

成

隆

村

上
　
　

浩

蓮

田

広

光

佐

藤

元

日

鳥

檎

幸

夫

佐
久
間

え
り
子

岩

崎

紀

子

菊

地

さ
と
子

【
】

大
木
戸
地
区
　
1
6名

後

藤

み
っ
子

大

沼

剛

司

褶

沢

裕

征

遠

藤
　
　

正

八

鳥

早

苗

阿

部
　
　

博

古

川

光

子

村

上

洋

子

岡

田

明

葵

渋

谷
　
　

薫

渋

谷

浩

美

後

藤

克

好

渡

辺

貴
美
代

佐

藤

悦

子

菊

池

美
枝
子

遠

藤

良

皿

口

大
枝
地
区

６
名

荒

川

明

弘

松

浦

秋

男

并

砂

秀

明

古

川
　
ル
リ
’ｒ

菊

池

憲

克

鈴

木

恭
7
.

合
計
1
3
6名
（
男
6
7名
女
6
9
名

）

善
意
の
窓

町
社
会
褌
祉
協
議
会
に

◆
山
本
テ
ル
さ
ん
か
ら

一
二
万
円

◆
県
北
中
学
校
生
健
会
か
ら

六
万
八
千
六
百
二
十
五
円

Ｉ
文
化
祭
で
の
バ
ザ
ー
錵
金
１

生
徒
会
を
代
表
し
て
鷂
奮
を

佐
藤
町
萇
に
手
渡
す
佐
－

衛
生
徙
会
長

福
鳥
県
内
で
の
交
通
事
故
は
全
国
最

悪
の

ペ
ー
ス
で
増
え
て

い
る
こ
と
は
新

聞
奪
で
ご
存
知
で

し
ょ
う
が
、
県
内
の

ど
こ

か
で
と
い
う
感
じ
で
町
内
で
の
交

過
事
故
発
生
件
数
は
以
外
に
少
な
い
と

思
っ
て

い
る
方
が
多

い
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

九
月
末
現
在
。
十
八
件
、
二
十
二

名

の
負
傷
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
え
／
そ
ん

な
に
と
思
っ
て
い
る
人
、
こ
の
数
字
は

ま
だ
ま
だ
増
え
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

町
内
の
車
の
保
有
台
数
は
五
千
九
百
五

十
四
台
、
実
に
二
人

に
一
台
の
割
合
で

保
有
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
私
た

ち
の
日
常
生
活
は
常

に
交
通
事
故
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
も
遇

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
歩
間
違
え
ぱ

と
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
に
１
こ
れ

が
交
廼
事
故
で
す
Ｉ
。
子
供
が
突
然
と

び
出
し
て
き
た
ら
あ
な
た
は
避
け
ら
れ

ま
す
か
。
ゆ
と
り
あ
る
安
全
運
転
を
お

願

い
し
ま
す
。
交
通
事
故
絶
滅
は
み
ん

な
の
願

い
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
成
人
者



働
き
な
が
ら
技
能
士
に
な
ろ
う
／

一
級
・
二
級
技
能
士
訓
練
課
程
通
僮

制
訓
練
受
講
の
お
す
す
め

諦
　

奥

� 受

購

料

� 受
講
期
間

� 募
集

科

� 項
　

目

桟
能
検
定
櫚
梱
の
　
　
　

学
科
試
験
が
免
除

� 八

、
〇

〇

〇
円

� 一

ヶ

年
（

い
つ

で

も

受

付

ま
す

｝

� 僚
械
加
工
科

仕

上

科

俶

會

科

配

嘗

科

以
上
四
科

�
一
　
縁

�
六
．
０
０
０
円

�
�

掩
幗
加
工
科
、
仕

上
科
、
製
か
ん
科

板
金
僻
、
俣
嘗
科

睹
築
科
、
左
官
科

掌
具
木
工
舛
、
鰹

築
塗
鑛
科
．
洋
服

料
、
広
告
美
術
科

と
び
科
．
　

ほ
か
十
七
料

�
二
　
　

級

崋
く
わ
し
い
こ
と
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

雇
用

促
遺
事
集
団

福

鳥
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

〒
9
6
0
福

鳥
市
三
河

北
町
七
番
一
四
号

一

〇
二
四
五

９
－

三
七
一
六

阿 津 賀志山防 塁

史跡指定記念行事

◆ 阿津賀志山防塁 に関 する資料，

写真の展示

011 月26日～12月２日まで

{9:00 ～17 : (X)S

O 公民館ホール

◆記念講演会

○演題 「阿津賀志山防塁と

文治五年奥州合戦」

○講師　 朿北大学教養部助教授

入間田　宣　 夬

○日時　11月29日（日）午前10時

公民館大ホールで

※いずれも入場無科

ぜひおでかけください

福
島
県
の
最
低
貸
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

福
島
県
最
低
賃
金
（
地
域
最
貸
）
に

つ

い
て
昭
和
五
十
六
年
十
月
二

十
四
日

か
ら
左
記
の
よ
う

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
貫
金
は
福
島
県
内
の
事
業

場
で
便
用
さ
れ
る
す
ぺ
て
の
労
働
者

に

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
使
用
者
は
労
働

者
に
対
し
て
こ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
最
低
貸
金
法
第
五
条
）

記

襴

島
４

最
低
一

金

一
吋

間

一
‘一
四

四

円

｛

ｌ

食

が

畤
閾

に

よ

り
　

て

穹

め
ら

れ
た

も
の

｝

�
�

最

低

贊

龠

�
日
二
、
七
四
八
円

鴨
膏
勤
盂

通
励
手
当

寉
族
季
廡

�
�

除
外
一
龠

※
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
ご
照
会
、
ご

相
鮫
は
左
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
福
島
労
働
基
準
局
賃
金
諢

〒
九
六
〇

電
話
里
豐
亠
？

一
一
一
一
（
大
代
表
）

指名手配犯人の

逮捕に協力を
ア

ツ
、

こ

の

顏

だ

す
ぐ

一
一
〇

番

～

福
島
県
桑
折
警
察
署

届
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

～
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
～

国
土
利
用
針
画
法
で
は
、
適
正

な
国

土
利
用
の
た
め
、
一
定
而
禎
以
上
の

土

地

に
つ
い
て
売
買
な

ど
の
取
引
き
す
る

瑚
合
は
事
前
に
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ

て

い
ま
す
。

◆
届
出
の
必
婪

な
土
地
取
引
面
禎

甬
市
街
化
区
域

二

、〇
〇

〇
㎡
以
上

网
郁
市
計
画
区
城
（
印
を
除
く
）

五

、〇
〇

〇
㎡
以
上

ぐ
　
雄

画
以
外
の
区
域

一
〇

、〇
〇
〇

㎡
以
上

◆
届
出
か
ら
契
約
ま
で

契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
取

引
の
当
時
者
｛
売
買
の
場
合
？
あ
れ
ば

充
主
と
買
主
｝
は
、
取
引
の
予
定
価
格

や
利
用
目
的
を
咨
い
た
知
巾
あ
て
の
届

出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ
六
遇
間
前
ま
で

に
町
役
場
に
届
け
出
く
だ
さ
い
。

届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
予
定
価
格

と
利
用
目
的

に
つ
い
て
審
査
を
し
ま
す
。

不

適
正

と
認
め
る
と
き
は
、
取
引
の
中

止
ま
た
は
、
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
場
合
は
、
届

出

日
か
ら
六
週
間
以

内
に
勧
告
し
な
い

旨
文

番
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知
を

受
け
取
れ
ば
契
約
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す

。

※
詳
し
く
は
、
町
企
画
課
に
照
会

く

だ
さ

い
。
届
出
用
祇
も
企
画

課
に

あ
り
ま
す
。

県

民

手

帳

県
の
す
が
た
．が

で

き

ま

し

た

。

い
ず
れ
も
一
冊
ゴ
ー五
〇
円

で
す

県
勢
要
覧
も
ま
も
な
く
発
刊

一
冊

一
、一
二
○
○

円

申
し
込
み
は

企
画
課
へ

は
が
き
で
「
消
火
器
」
を
当
て
よ
う

昭
和
5
6年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
助
の
標
語
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

こ
の
連
動
の
統
一
標

語
を

広
く
県
民

の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
福

島
県
と
福
島
県
消
防
協
会

が
共
催
で
懸

賞
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
の
方
法

官
製
は

が
き
に
統
一

標
語
と
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、

年
齢
、
暇
業
を
明
紀

◆
あ
て

先

〒
九
六
〇

福
島
市
中
町
五
一

ニ

ー

槽
鳥
県
消
防
協
会
火
災
予
防
懸
賞
係

◆
し
め
き
り

十
二
月
五
日

（
当
日
消
印
有
効

）

◆
賞
品

家
庭
用
消
火
一

’百
名
に
）

◆
そ
の
他

消
防
関
係
者
は
ご
遠
濛
く

だ
さ
い
。



国見町公民館
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駅

伝

―
ひ
と
つ
．
ヤ
ッ
タ
ル
ゼ
｛
ス
タ
ー
ト
｝

▲ランナーは孤独です

Ｖどうです この中年パワー

ｙ 最後まで全力

文

化

祭

▼きまってますネ

４力が入り ます（崎吟） ▲私もひとひねり

４

騏
一
歪

｀
鳩

公
民
館
だ
よ
り



第５回

町内一周駅伝競走大会成績
(一般の部)

○優勝
小坂チーム

ｌ時間22分03秒
瀬戸良夫、安孫子透、黒田武．鴨田植一、安孫子

正、高野正喜、山田一郎、原田武重．後藤与志男

鯔坂哲夫

Ｏ 旱優勝
石毋田Ａ チーム

１時間Z2分08秒
佐藤武徳、宍戸孝三、菊地忠良、市JII忠明、佐薦

幸雄、菊地吉治、菊地喜仲、佐簾秀世、佐藤政則、
菊地亶腟

○ 第三位

沌jllチーム
１時間24分37秒

佐藤陸、野村伸一、斉藤松雄、中條栄、須田善治．

青木功、斉藤洋二、坂本哲夫、小林平三、高村義

孝

(県北中)

○優勝
Ｂ チーム

１時間19分34秒
高野Ｓ男、奥村則男．松浦弘幸、佐藤敏行、佐久

間泉、神田哲也．山田徹、横山勉．柵村貴史、佐
藤公彦

○牟儷●
Ｃ チーム

１時間19分57秒
佐久間光雄、高檎忠信、高橋浩美、沖野栄輝．石

川正浩、還藤和夫、桃井喜浩、徳江健吉、菊地幸
泊．斎藤盛－

○第三位

Ａ チーム
１時間27分09秒

高原透、岩崎直樹、沢口油三、高橋裕曩、斎藤建
也、後藤広、佐藤修二、阿部裕．由井淳也、佐藤

昭保
区間賞

( 一般)

１区　 佐藤武徳（石毋田Ａ）　　　12 分16杪
２区　 安孫子透（小　 坂）　　　 卜O分39秒

３区　 黒田　武（小　 坂）　　　 ８分】7秒
４区　 鈴木耕治（大 技 Ａ）　　　 ４分27砂

５区　 渋谷節男（大木戸Ａ）　　　 ５分51秒
６区　 高橋鉄男（藤　 田）　　　 ６分43秒

．　 斎藤洋二｛沌　 川｝　　　 ９分06秒
７区　　

飴＊富男｛大 枝 Ｂ｝　　　 ９分06秒

８区　 佐轟 秀世｛石毋田Ａ｝　　　 ６分01秒
９区　 佐藤政則｛石毋田Ａ｝　　　 ６分48秒

10区　 菊池克哉（石毋田Ａ）　　　 ９分02釉
(中掌生)

１区　　 佐久間光雄（Ｃ ）　　　　11 分48秒

２区　　 奥山　則雄（Ｂ）　　　　10 分56秒
３区　　 高橋　浩美（Ｃ ）　　　　 ８分42秒

４区　　 佐藤　 敏行（Ｂ ）　　　　 ４分18秒
５区　　 石川　正浩（Ｃ ）　　　　 ５分48秒
６区　　 遣蕗　和夫（Ｃ）　　　　 ６分34秒

７区　　 山田　 黴 (B )　　　　 ９分13秒

８区　　 横山　 勉（Ｂ）　　　　 ５分36秒
９区　　 柵村　貴史（Ｂ）　　　　 ６分24秒
10区　　 佐藤　 公彦（Ｂ）　　　　 ９分04秒

秋
に想

う

「
暮
れ
ゆ
く
秋
の
日
よ
、
金
色

の
枯
葉

畋
る
」
こ
の
季
節
に
な
る
と
私
は

い
つ

も
今
生
き
て

い
る
こ
と
の
有
難
さ
を
し

み
じ
み
と
感
じ

る
の
で
す
。

恵
速
に
多
様
化
す
る
生
活
環
境
の
中

で
生
き
て
ゆ
く
た
め
の
対
処
の
し
か
た

と
、
そ
の
選
訳
の
鬟
し
さ
を
考
え
る
と

全
く
人
間
の
弱
さ
に
思

い
至
る
の
で
す
。

し
か
し
、
太
陽
は
輝
き
、
秋
去
ら
ぱ

冬
来
た
り
、
生
あ
れ
ば
死

あ
り
。
一
糸

乱
れ
ず
、
涜
れ
る
水
の
よ
う
に
過

ぎ
去
っ

て

ゆ
く
大
自
然
を
想
え
ば
、
そ
の
中
に

身
を
ゆ
だ
ね
て
生

か
さ
れ
て

い
る
人
間

の
な
す
べ
き
こ
と
を
静
か
に
考
え
て
み

る
の
で
す
。
与
え
ら
れ
た
生
命
の
い
か

に
尊
い
も
の
か
を
思
え
ば
、
心
を
尽
く

し
身
を
労
し
て
、
人
間
に
与
え
ら
れ
た

こ
の
機
能
と
能
力
を
最
大
限
に
生
か
す

こ
と
が
、
せ
め
て
も
の
感
謝
の
印
で
あ

ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

今
や
世
界
的
見
地
か
ら
も
、
教
育
は

行
き
届
き
、
生
活
水
準
も
高
い
位
置
に

あ
る
と
い
わ
れ
る
現
在
の
日
本
…
…
。

そ
こ
に
生
き
る
新
し
い
婦
人
の
あ
り
方

も
し
だ
い
に
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

良
き
妻
、
良
き
母
と
し
て
生
き
る
こ
と

は
、
主
峰
と
し
て
第
一
条
件
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
女
性
は
、
ま
ず
。
自
分
の

人
生
を
考
え
、
妻
の
役
割
、
毋
の
役
割

を
そ
の
中
に
お
り
込
み
な
が
ら
、
幅
広

い
生
涯
を
開
い
て
行
く
こ
と
で
あ
ろ
う

と
思
う
の
で
す
。

社
会
教
育
活
動
は
、
時
代
の
流
れ
に

啝
っ
て
盛
ん
で
あ
り
、
多
く
の
人
遠
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
涯

教
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
町

内
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
辛
習
に
参
加
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
学
習
を
通

し
て
、
い
か
に
自
分
の
心
の
中
に
。
そ

し
て
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
か
…
…

こ
れ
が
本
来
の
学
ぷ
目
的
で
あ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
。
人
生
い
か
に
生
き
る
べ

き
か
を
よ
く
考
え
、
社
会
の
一
貝
と
し

て
の
存
在
惑
や
充
実
感
を
抱
き
得
る
喜

び
を
、
学
び
の
場
と
し
て
、
一
歩
で
も

的
進
し
た
い
と
噸
っ
て
お
り
ま
す
。

中
央
婦
人
学
級
委
異
長

亀
岡
ッ
ヤ

あ
つ
か
し
俳
句
会

＋
月

二
十
四
日

＊
叫
の
実
は
拾
う
人
な
く
大
千
寺
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山

甲
二

＊
朝
酒
に
酔
う
こ
と
も
あ
り
秋
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田

勝
衛

＊
亡
妻
の
す
が
た
を
胸
に
芋
煮
兪
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤

府
仏

＊
風
の
ま
ま
に
生
く
る
外
な
し
糸
芒
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山

雨
田

＊
衄
番
屋
屋
根
に
石
置
く
夜
寒
の
灯
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
聞
山
月

＊
秋
の
螻
行
く
先
あ
る
冲
坏
ご
く
急
ぐ
　
　
　
　
　
　
　

阿
部

亭
司

＊
行
く
秋
や
ご
み
焚
く
墫
燻
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤

国
楓

＊
赤
と
ん
ぼ
無
心
に
と
ま
る
ペ
ン
の
先
　
　
　
　
　
　
　

高
檎

涌
水

＊
カ
ギ
つ
子
の
社
宅
に
ひ
と
つ
秋
の
灯
　
　
　
　
　
　
　

羽
賀

え
い

＊
忙
た
り
し
過
去
よ
気
付
け
ば
木
の
葉
髪
　
　
　
　
　
　

赤
間
は
る
子

＊
蟆
お
こ
わ
炊
い
て
届
け
る
秋
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋

仙
子

＊
父
母
の
逎
き
て
戻
ら
ぬ
陣
子
張
る
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田

栄
子



果
実
酒
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

コ
ン
ク
ー
ル
で
二
人
入

賞

十
月
四
日
、
県
呎

実
測
友

の
会

が
卜ｎ

催
し

た
予
づ
く
り
果
実
酒

ヲ

ノ
ｙ
－

隘

で
町

か
ら
こ
人
の
方
が
人

賞
し
た
。
約

百
五
十
人
が
合
わ
せ
て
二
百
六
卜
丘
点

を
出
品
し
た
う
ち
、
風
昧
、
芥
理
な
ど

の
点
で
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
も

の
。

こ
の
方
は
、
県
Ｗ

少
年
会
館

長
賞
受

賞
の
宍
戸
な
み
子
さ
ん
（
石
毋
Ⅲ

）
と

県
果
実
酒
友
の
会
長
賞
を
妥
賞
し
た
目

黒
ト
ミ
ｆ

さ
ん
（
泉
田

）
で
あ
る
。

む
。‐４
人
と
も
農
協
婦

人
部
で
活
甜
さ

れ
、
日
頃
、
身
近
な
材
料
で
果
実
酒
や

手
づ
く
り
お
菓

’ｒ

、
山
菜

ご
飯
な
ど
生

活
に
工
夫
を
こ
ら
し
日
常

に
う
る
お
い

を
も
た
せ
て
い
る
。
ど
ら
ら
の
ご
ｔ

人

も
酒
好
き
で
は
な
い
そ
う
だ
が
こ
の
奥

曄
ｆ
づ
く
り
の
酒
だ
け
は
Ｆ
放
せ
な
い

と
か
．
健
康
川
進
と
家
庭
円
満
の
秘
酒

で
あ
る
．
宍
戸
さ
ん
の
プ
ラ
ム
酒
、
日

黒
さ
人
の
晦
酒
の
き
き
酒
の
結
果
は
．

そ
の
効
川
た
ち
ま
ち
表
れ
．
州
り
の
車

運
転
ｆ
能
と
な
‥
た
．

米
実
酒
づ
く
り
は
特
に
敕
し
い
も
の

で
は
な
く
．
熟
す
ｆ
前
の
酸
味
の
あ
る

材
叫
を
使
い
糖
分
は
押
え
め
に
す
る
の

が
コ
ツ
と
か
．
呎
物
の
咀
で
も
あ
り
、

山
野
の
材
料
に
も
思
ま
れ
た
当
町
、
こ

の
地
の
利
を
生
か
し
て
わ
が
霍
の
酒
を

つ
く
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

音
楽
に
親
し
も
う

町
小
中
音
楽
会
開
く

ト

ー
川

。
ぽ

、
町
内
小
中
学
校
合
同

の
音
楽
会

が
４
Ⅲ
小
学
校
嗄
内
体
育
館

で
聞
か
れ
た
。
｀
詁
｀
、
合
奏
、
吹
奏
楽

と
各
学
校
の
ど
　
当

が
合
わ
せ
て
卜
一
。‘

曲
目
を
演
奏

廴
た
１

い
ず
れ
も
日
頃
の

練
習
成
果
を
卜
分

に
発
揮
、
肌
寒
さ
を

感
じ
さ
せ
る
人
候
も
会
川
ば
か
り
は
然

飢

が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
最
隍
に
、
講
師

の
県
救
育
セ
ン
タ
ー
指
導
ｔ

事
の
安
部

哲
大
さ
ん
か
ら
「
楽
器
を

い
つ
も
そ
ば

に
お
い
て
人
き
な
冴
を
川
し
な
さ
い
。。

楽
器
が
な
け
れ
ば
大
き
な
声
で
歌
っ
て

欲
し

い
。
心
の
う
ご
き
を
音
楽
の
巾
に

伸
び
伸
び
と
表
わ
し

。
そ
し
て
、
楽
し

み
な
さ

い
」
と
の
お
話
が
あ

り
た
。

戸籍の窓口
(10 月受付分)

出生おめでとうございます

子の 名　　 保 贋 古　　 部　 落秀 利　 武田 信秀　 宮 町 陶
菜 穂子　 木 材　 博 良　 潭宗 山 収
由 香里　 佐 藤　 和夫　 第　　 气
胄　 美　 菊地 勝 芳　 石 吩川原
奈　 々　　 人内　 茂　 山　 眼
しのぶ　　 八夸　 朝男　 耕　 谷
ま　 ゆ　 遠 嚀　iE 寥　 鳥　 取

ご結婚おめでとうござい ます

氏　　　 名　　 部落{前住所丿
八　 鳥　 正　 樊　　 山崎 小 鈴
丹　 泊　 美智 子　　 福 鳥 市
武 ｍ 幹 大　　 宮 町 北
佐 薦　 搴　ｆ　　 小　 坂
菊　 地 遭　 秋　　 石 毋田 原
囑　 地　 元　 ７-　　 石毋田 原
隋 藩 義　 男　　 ｎ　 Ⅲ

佐 藤 貴美 子　　 福 島 市
吉 田 光 夫　　 山 崎 鷦
1左　藤　 とし 子　　 築　 館
rli　川　 厚　 一　　 為　　- こ
鴨 田 敏 子　　 内 谷 丙
酒　 井　 邦　 繼　　I 蹣　 城
佐久間　 富ｔ 子　　 第　　 て
菊 地 利 夫　　 第1-- ・
葡　 地 躪　 ｆ　　 碚|･ こ

若 林 や 誰　　 泉ll] 中
昔　 林 昭　 子　　 泉 山 中
商 橋 孝 夫　　 泉 川 中
松　 濔　 貞　f-　　fi 毋川 原
斎　 ● 広　 耨　　 匏　 仰
佐　 藤　 礼　 子　　 小　 鯖
佐 々木　　 実　　 福 鳥i'lf
菊 地　 由 美子　　 寫 町 北

おくやみ申し上げます
氏　　　 名　　 嶇齡　　 糾　 落

八　 鳥　 タ　 カ　　 ７６　 山 崎 丿
匕

八 巻 文 作　 ６３　 徳 江 北
松 浦　 ヨ　 ッ　69　 光 明 寺
蘰　 田　 千　 世　65　 石 阯Ⅲ 朿
仲　lf　F 厠　吉　81　　 泉 出 中

▲宍戸なみ子さん

▼目糞トミ子さん

人　囗　と　世　帯

||月｜日現在（前月比）10月中のうごき

男5 , 8 人(  十 6 ) 転 入36 人

女6 , 249人(  + 6 ) 転 出26 人

針12 靆 人(  十 ) 出　生　７人

人
　
口

世帯数4 戸（－１） 死 亡　５Å

編
　
集
　
日
　
記

Ｏ
こ
と
し
は
錦
秋

と
い
う
脾
葉
も
な
く

一
足

と
び
に
冬
が
訪
れ
た
感
が
あ
る
。

野
分
け
の
風
雨
に
た

た
か
れ
た
果
樹
類

に
続

い
て
、
頼

み
に
し
て

い
た
水
稲
ま

で
も
平
年
作
を
割
る
気
配
で
あ
る
。

ま
し
て
や
こ
の
寒

さ
…
…
…
山
の
科
面

に

残
る
雪
が
消
え
も

し
な

い
で
白
く
輝
い

て

い
る
の
を
み
る
と
、
今
年
の
冬
も
長

く
な
り
そ
う
で
あ

る
。

○
庭
の
落
葉
樹
も
、
急
に
枯
れ
た
せ
い

か
、
カ
サ
カ
サ
と
乾
き
き
つ
て
い
つ
も

の
し
っ
と
り
と
し
た
黄
葉
が
み
ら
れ
な

い
の
は
残

念
な
こ
と
で
あ
る
。
「
青
山

に
曾
が
降

る
と
冬
日
照
」
で
あ
る
と
い

う
。
古
老

の
教
え
に
希
望
を
つ
な
い
で

せ
め
て
冬
だ
け
で
も

お
だ
や
か
に
す
ご

し
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ

発

行
・

編
集

一

見
町

企

齒

譚

榲

鳥
県

伊

達

廊
一

見

町

大

字

藤
田

字

一

丁

田
こ

２

ノ

ー

一

九

六

九
一

一
七

き
藤

田
｛

○

二
四

五

八
五

｝
二

一

一

一
（

代

）

４ 熱気あふれる番楽会
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